
３ 実施計画について

本市の教育の「 めざすも の」 と 「 みんなと 共有し たい価値観」 を 踏ま え、 第２ 章で整理し た取組成果と 今後の課題や、 市民ニーズ

等を 参考にし ながら 検討し 、 市民の皆様にと っ て分かり やすく 、 社会状況の変化に機動的かつ柔軟に対応し た計画と し ていき ま す。

実施計画では、 「 めざすも の」 の実現に向けた取組を 体系的・ 網羅的に整理し ていき ま す。 取組については、 総合計画と 同じ 事務

事業を 基本単位と し て体系化を 図り ま す。

第２ 次教育プラ ンの実施計画は、 ８ つの基本政策、 19の施策、 45の事務事業の３ 階層で構成し ていま すが、 次期プラ ンでは、 現行

の構成を ベース と し ながら 、 「 川崎市総合計画第４ 期実施計画」 と の整合を 図っ て構成等の整理や見直し を 行う と と も に、 記載項目

の共通化など についても 検討し ていき ま す。

基本政策

施策

事務事業

基本理念
基本目標

実施計画

「 川崎市総合計画
第４ 期実施計画」 と の
整合を図って構成等の

整理や見直し などを行う 。

「 めざすも の」
「 みんなと 共有し たい価値観」

実施計画

4年の計画期間

12年の計画期間

概ね4年の計画期間

概ね10年の計画期間

第２ 次教育プラ ン 次期プラ ン

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方
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４ “ Key Project ”について

 少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、 気候変

動に伴う 自然災害の激甚化など 、 こ れから 私たち

は、 今ま で以上に激し い変化の時代を生き る こ と

になり ま す。

 そのよ う な時代において、 次期プラ ンで掲げる

「 めざすも の」 を 実現し ていく ためには、 今後の

本市の教育において特に重要となるテーマを明

確にし、その推進にあたっては、横断的に取り

組んでいくことが必要であると考えます。

Project 1 社会参画に向けた資質・ 能力を育成する 探究的な学びの充実

Project 2 学校、 関係機関などの組織等の枠を越えた連携によ る 切れ目のない支援

Project 3 教職員が働き やすい環境づく り

Project 4 生涯を通じ た「 学び」 と 「 学び合い」 社会の実現

 次期プラ ン では、 具体な取組を 「 実施計画」 と し て体系

的・ 網羅的に整理し ていき ま すが、 「めざすもの」の実

現に向けて市民の皆様の理解を得ながら、重点的

に取り組む重要なテーマを“ Key Project ”として新

たに位置づけるこ と と し ま す。

 不確実性が高ま り 、 さ ま ざま な教育課題が山積し ている

こ れから の時代において、 子ど も たち一人ひと り 、 市民

一人ひと り が、 自分ら し く 学びを 進める こ と ができ る よ

う 、 “Key Project“を 推進し ま す。

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方

基本的な考え方

Key Projectの候補

38



４ “ Key Project ”について

Project 1

POINT
１

POINT
2

POINT
3

 変化が激しく将来の予測が困難な時代を自らの力で生き抜

いていくためには、「自分（たち）で考え、解決していく学び」が

重要であ り 、 「 めざ すも の」 の実現に向けて は、 自ら 地域・ 社会

に関わり 、 課題を 見つけ、 他者と 共に考え、 解決し ていく 「 探究的

な学び」 を充実さ せる 必要があり ま す。

 本市では、 既に総合的な学習の時間を 中心に各学校において「 探

究的な学び」 の実践が行われていま すが、 こ れま で取り 組んでき た、

地域と 共にある 学校づく り の取組や「 キャ リ ア在り 方生き 方教育」

における 地域への愛着を 深める 教育活動を発展さ せながら 、 地域・

社会への参画を通して、資質・能力を育成する探究的な学び

を、すべての市立学校で実践でき る よ う 検討し ていき ま す。

《 検討の視点》

小中９年間を通じた探究的な学び
小中９ 年間の中で発達段階に応じ て身につける 資質・ 能力を 共有し ながら 、

地域の小・ 中学校が連携し 、 教育活動に取り 組む環境を整えていき ま す。

川崎の特色を活かした取組
「 キャ リ ア在り 方生き 方教育」 など 、 こ れま での本市の取組を土台と し て、

学校と 地域と の関係を大切にし ながら 、 各学校や地域の特色を生かし た探究的

な学びに取り 組んでいき ま す。

地域と連携した教育活動
探究的な学びを進めていく ためには、 地域の理解や協力が重要と なる ため、

地域と の関係を よ り 深める 取組を行っていき ま す。

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方
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４ “ Key Project ”について

Project 2

POINT
１

POINT
2

POINT
3

 ダイ バーシティ やイ ンク ルージョ ン の進展と いった市民の価値観

の多様化が進んでいる 中、 本市では、 今後、 児童生徒数の減少が見

込ま れる 一方で、 特別支援学校や特別支援学級の在籍者、不

登校児童生徒などは増加しており、一人ひとりに合った支援

を行う ためには、学校だけで対応することは困難な状況と なっ

ていま す。

 そのため、 本市では、 異校種間の縦の連携や、保健・医療・

福祉の関係機関等との横の連携をより一層強化し、組織等

の枠を越えて連携した支援体制を整備し、児童生徒のラ イ フ ス

テージを見通し た切れ目のない支援の充実に向けて検討し てい

き ま す。

《 検討の視点》

発達段階等に応じた切れ目のない支援
一人ひと り の成長 ・ 発達段階や就学の過程に応じ た切れ目のない適切な学びを 実現す

る ため、 幼保・ 小学校・ 中学校・ 高等学校の連携を 進めていき ま す。

多様な主体との連携による支援
一人ひと り の資質・ 特性、 成長 に伴う 障害等の変化や複雑化、 多様化する 不登校の背

景、 理由に応じ た適切な支援を 行う ため、 学校、 関係局区、 保健・ 医療・ 福祉の関係機

関、 さ ら には地域や民間団体等、 多様な主体と の連携を進めていき ま す。

多様な学びの場の提供
一人ひと り が自己を 理解し 、 自分ら し く 社会的に自立し ていく ためには、 それぞれの

力を伸ばすこ と のでき る 環境が整った学びの場がある と と も に、 自分で選択でき る こ と

が必要である ため、 多様な学びの場の充実に向けた取組を 行っ ていき ま す。

児童生徒の安全・安心な居場所づくり
「 放課後等の子ど も の居場所に関する 今後の方向性」 （ 令和７ （ 2025） 年３ 月こ ど も

未来局策定） に基づき 、 関係局等と 連携し ながら 、 児童生徒が健やかに育つこ と のでき

る 居場所づく り を 進めていき ま す。

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方

POINT
4
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４ “ Key Project ”について

Project 3

POINT
１

POINT
2

POINT
3

 教員の長 時間勤務が課題と なる 中、 本市においては2次にわたる

「教職員の働き方・仕事の進め方改革の方針」に基づき 、 様々

な取組を進め、 時間外在校等時間の縮減など の成果が出ている も の

の、 文部科学省が指針と し て示し た時間外在校等時間の上限を

超えている教員の割合は、依然として大きい状況です。

 35人学級制や特別支援学級の児童生徒数の増加等を要因と し て、

教員の定数は増加し ている こ と に加え、 全国的な教員不足の影

響は本市でも 例外ではなく 、 特に年度途中における 産育休取得者の

代替教員の確保が難し いなど、 教員不足の状況が続いていま す。

 今後も 、 各学校において「 働き 方・ 仕事の進め方改革」 の実践の

支援を 進める と と も に、 人材確保を含めた更なる取組の推進に

向け、 市立学校で働く環境の改善を進めるためのしくみづくり

を検討していきます。

POINT
4

《 検討の視点》

教育課程の編成による創造的な余白づくり
児童生徒の在校時間を短縮する 工夫など 、 教員本来の業務である 授業準備

等に充てる 時間の確保を検討し ていき ま す。

人材確保の取組や教員の負担軽減・業務改善
人材確保の取組を積極的に推進し 、 定数不足の解消を 図っていき ま す。 ま

た、 必ずし も 教員が担う 必要のない業務等について見直し を図る など 、 教員

の負担軽減に取り 組んでいき ま す。

児童生徒主体の学びへの転換
児童生徒が主体的に考えて学びを自走し ていく よ う に、 教員はフ ァ シリ

テータ ー役を担う 学びへの転換に向けた取組を推進し ていき ま す。

しくみづくり・環境整備
ICT技術等を活用等し た業務改善や委託化等によ り 、 教員の業務負担を 軽減

し 、 効率的な環境整備を推進し ていき ま す。

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方
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４ “ Key Project ”について

Project 4

 子ども だけでなく 、 大人にと っ ても 、 変化が激し く 将来の予測が

困難な時代を心豊かに生き ていく ために、 生涯を通じて学ぶこと

が大切です。 さ ら に、 個々の「 学び」 を社会に発揮する こ と や、

「 学び」 を 通じ たつながり づく り によ って、 ウェルビーイング社

会の実現が期待さ れていま す。

 市民館や図書館を中心と し た市域全体での「学び」の場づくり

や、 地域教育会議や地域の寺子屋事業など の地域での教育活動

の推進を一層進めることで、より幅広い市民が学び、互いに

学び合いながら、緩やかなつながりが広がるよう 検討していき

ます。

POINT
１

POINT
2

POINT
3

《 検討の視点》

生涯学習環境の充実による「学び」の推進
市域全体を学びの場と 捉え、 時間や場所にと ら われない「 学び」 の支援を推

進し ていき ま す。 市民の学びの意欲が学習の実践につながる よ う 、 「 学び」 の

内容、 場所 、 手法等、 さ ま ざま な「 学び」 から 市民が選択でき 、 いつでも 、 ど

こ でも 「 学び」 に触れる こ と ができ る よ う な生涯学習環境の充実を 図り ま す。

「学び合い」を通じた緩やかなつながり
個人の「 学び」 を社会に発揮する 人づく り や、 「 学び合い」 によ る 緩やかな

つながり づく り を進めていき ま す。

学校と連携した教育活動
地域と 学校が同じ 教育理念を共有する 「 地域学校協働活動」 を推進し 、 大人

と 子ど も が共に学び合う 活動の充実を図り ま す。

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方
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児童生徒や保護者、 地域の方々など の御意見

こ れま で、 次期プラ ンの策定に向けて、 児童生徒や保護者、 地域の方々、 教職員から いただいた御意見や、 庁内でのディ ス カッ ショ

ン 等で出さ れた意見等を 参考にし ながら 、 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部など における 庁内検討や、 川崎市教育改革推進会議での学

識経験者や市民代表等によ る 議論等を重ねながら 策定作業を 進め、 教育委員会会議での審議等も 行っ てき ま し た。

引き 続き 、 「みんなでつくる教育プラン」となるよう 、市民の皆様からさまざまな場面を通じて御意見をいただくなどしながら、

策定作業を進め、令和７（2025）年度中の策定をめざします。

令和７ （ 2025） 年 １ １ 月 次期プラ ン の素案公表・ パブリ ッ ク コ メ ント 手続の実施

令和８ （ 2026） 年 ３ 月 次期プラ ン の策定

教育委員会会議

付議
川崎市教育改革推進会議

構成員 学識経験者
市民代表
教職員代表 等

かわさ き 教育プラ ン
策定推進本部

職員・ 教職員など によ る
ディ ス カッ ショ ン等

審議・ 決定

教育委員会
事務局内

川崎市

外部有識者等会議

５ 策定体制及び策定ス ケジュ ール

報告

意見

第３ 章 次期プラ ン策定に向けた考え方

策定体制

策定ス ケジュ ール
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参考資料

１ こ れま での策定過程

２ 「 めざすも の」 と 「 みんなと 共有し たい価値観」 の検討過程

３ アンケート の結果

４ 対面によ る 意見聴取の結果

５ 基礎データ
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参考資料

１ こ れま での策定経過

開催日 会議名等 内容

令和６ 年３ 月21日 川崎市教育改革推進会議 ○次期かわさ き 教育プラ ンの策定について

４ 月16日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部会議（ 第１ 回） ○次期かわさ き 教育プラ ンの策定について

６ 月18日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部会議（ 第２ 回） ○教育を と り ま く 状況の共有と “教育の世界観”について

７ 月10日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部検討部会（ 第１ 回）
○次期教育プラ ンの策定に関する 直近の動き について
○次期教育プラ ンの策定に向けた今後のス ケジュ ールについて

９ 月24日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部会議（ 第３ 回） ○次期かわさ き 教育プラ ンの検討状況について

11月14日 川崎市教育改革推進会議 ○次期かわさ き 教育プラ ン策定に向けた意見聴取について

11月25日 川崎市総合教育会議 ○次期かわさ き 教育プラ ンについて

令和７ 年１ 月30日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部検討部会（ 第２ 回）
○次期教育プラ ンの検討状況について
○総合計画の改定について

２ 月４ 日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部会議（ 第４ 回）
○次期かわさ き 教育プラ ンにおける 基本理念・ 基本目標について
○かわさ き 教育プラ ン第2次計画期間における 取組の成果と 課題
○今後の策定ス ケジュ ール

２ 月６ 日 川崎市教育改革推進会議
○次期かわさ き 教育プラ ンにおける 基本理念・ 基本目標について
○かわさ き 教育プラ ン第2次計画期間における 取組の成果と 課題
○今後の策定ス ケジュ ール

３ 月25日
かわさ き 教育プラ ン策定推進本部検討部会（ 第３ 回）
かわさ き 教育プラ ン策定推進本部（ 第５ 回）

○「 次期かわさ き 教育プラ ン に向けた考え方」 について
○今後の予定について

４ 月21日 教育委員会会議（ 定例会） 〇「 次期かわさ き 教育プラ ン に向けた考え方」 （ 素案） について

４ 月22日 かわさ き 教育プラ ン策定推進本部（ 第６ 回）
〇「 次期かわさ き 教育プラ ン に向けた考え方」 について
〇今後の策定ス ケジュ ール

５ 月20日 教育委員会会議（ 定例会） 〇「 次期かわさ き 教育プラ ン に向けた考え方」 （ 案） について
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時 期 Ｒ ６ ４ 月～９ 月 11月～Ｒ ７ 1月 1月 1月～2月 2月～4月

内 容

 児童生徒や保護者、
市民等へのアンケー
ト

 関係団体等と のワ ー
ク ショ ッ プ等によ る
対面での意見聴取

 意見聴取結果のま と
め

 意見聴取を 踏ま えた
協議

 関係団体へのフ ィ ー
ド バッ ク

 教育委員会事務局職
員によ る ディ ス カッ
ショ ン等

 関係者等と のディ ス
カッ ショ ン等

 検討過程資料に対す
る 各教育委員から の
意見聴取等

 教育委員会会議での
審議

対象等

■アンケート
（ 回答者数69,283人）
児童生徒、 保護者、 教
職員、 社会教育団体、
無作為抽出し た市民

■対面によ る 意見聴取
（ 参加者数1,744人）
市立学校児童生徒（ 8
校） 、 子ど も 会議、 教
職員、 保護者（ PTA） 、
社会教育委員会議、 地
域教育ネッ ト ワ ーク 推
進会議

■教育改革推進会議
（ 11/14）
■総合教育会議
（ 11/25）
■川崎市PTA連絡協議
会理事会
（ 12/5）
■川崎市子ど も 会議
（ 12/15）
■社会教育委員会議
（ 12/20）
■地域教育ネッ ト ワ ー
ク 推進会議
（ 1/22）
■各校種校長 会
（ 12/3～1/22）

■ディ ス カッ ショ ン
【 ８ 回、 計53人】
（ 1/9～1/20）
若手職員、 指導主事、
次期プラ ン 検討チーム、
各事業担当者

■小学校長 会
（ 1/21）

■各教育委員
（ 1/24～2/3）

■教育改革推進会議
（ 2/6）

■中学校、 高等学校、
特別支援学校長 会
（ 2/4～2/6）

■教育委員会会議
（ 4/21・ 5/20）

※教育委員には、 随時、
情報提供・ 意見聴取を
実施

4パタ ーン35案 4パタ ーン11案

意見聴取
意見聴取を
踏ま えた協議

案の作成と 絞り 込み

検討の方向性 最終案

完
成

参考資料
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１ 児童生徒・ 保護者・ 教職員へのアンケート
（ １ ） 調査対象 市立学校の児童生徒※及び保護者、 教職員

※市立小学校（ ４ ～６ 年生） 、 市立中学校（ 全学年） 、 市立高等学校（ 全学年） 、 市立特別支援学校高等部（ 全学年）

（ ２ ） 調査期間 令和６ 年７ 月８ 日（ 月） ～７ 月３ １ 日（ 水）

（ ３ ） 質問数（ 属性含む） 児童生徒・ 保護者１ １ 問 教職員１ ０ 問

（ ４ ） 回答方法 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ 端末等を活用し ロ ゴフォ ームで回答

（ ５ ） 回答数 児童生徒 35,351人／71,158人（ 49.7％）

保護者 29,713人／107,579人（ 27.6％）

教職員 2,670人／7,275人（ 36 .7％）

２ 社会教育関係者へのアンケート
（ １ ） 調査対象 地域教育会議、 寺子屋先生、 図書館関係ボラ ンティ ア、 識字ボラ ンティ ア、 保育ボラ ンティ ア、

文化財ボラ ンティ ア

（ ２ ） 調査期間 令和６ 年８ 月１ ９ 日（ 月） ～９ 月６ 日（ 金）

（ ３ ） 質問数（ 属性含む） １ ２ 問

（ ４ ） 回答方法 ロ ゴフォ ームで回答

（ ５ ） 回答数 284人／4,871人（ 5.8％）

３ 市民アンケート
（ １ ） 調査対象 １ ８ 歳以上の市民３ ， ０ ０ ０ 人（ 無作為抽出）

（ ２ ） 調査期間 令和６ 年８ 月２ ３ 日（ 金） ～９ 月９ 日（ 月）

（ ３ ） 質問数（ 属性含む） １ ２ 問

（ ４ ） 回答方法 郵送・ WEBを選択し て回答

（ ５ ） 回答数 1,265人／3,000人（ 42.2％）

概要

参考資料

３ アンケート の結果
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31.3%

40.6%

22.8%

10.3%

26.1%

17.0%

46.7%

40.8%

51.5%

71.0%

60.6%

45.5%

16.6%

13.1%

20.2%

17.5%

11.6%

26.7%

5.4%

5.5%

5.5%

1.3%

1.8%

10.1% 0.7%

全体

児童生徒

保護者

教職員

社会教育関係者

市民

でき ている ど ちら かと いえばでき ている ど ちら かと いえばでき ていない でき ていない 無回答

Q１ あなたは、 将来に対し て夢や希望をも って生活する こ と ができ ていま すか。
※保護者／教職員に対し ては「 お子様／児童生徒は、 将来に対し て夢や希望を も って生活する こ と ができ ている と 感じ ていま すか。 」 と の設問

 全体の約８ 割が、 「 将来に対し て夢や希望をも って生活する こ と ができ ている 」 と いう こ と に、 肯定的な回
答をし ている 。

 児童生徒においては、 令和３ 年度に実施し た同設問の調査結果に比べ、 肯定的な回答をし た割合が多く なっ
ている 。

全体
n=69,283

n=35,351

n=29,713

n=2,670

n=284

n=1,265

参考資料

３ アンケート の結果
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Q２ 将来、 子ど も たちにはど のよ う な大人になってほし いですか。 当てはま る も のを３ つま で選んで
く ださ い。

※児童生徒に対し ては「 あなたは、 将来、 ど のよ う な大人になり たいですか。 」 と の設問

 全体では、 「 思いやり があり 、 優し い人」 が最も 多く 、 約６ 割が回答し ている 。

 次いで「 自分で考え、 主体的に行動でき る 人」 、 「 夢や希望を持ち、 人生を送る こ と ができ る 人」 の順で多
く 回答し ている 。

児童生徒

n = 35,351

保護者

n = 29,713

教職員

n= 2,670

社会教育関係者

n= 284

市民

n= 1,265

思いやり があり 、 優し い人 60.3% 65.6% 55.1% 53.5% 41.9% 54.8%

自分で考え、 主体的に行動でき る 人 58.6% 42.1% 76.8% 71.2% 75.4% 60.1%

夢や希望を持ち、 人生を送る こ と ができ る 人 43.2% 51.1% 34.4% 36.7% 43.0% 43.3%

困難な状況から 、 立ち直る こ と ができ る 人 31.8% 23.8% 41.4% 34.5% 28.5% 28.0%

多様な価値観（ 色々な考え方） を認める こ と ができ る 人 31.4% 24.5% 37.1% 53.1% 53.5% 40.3%

社会や周り の変化に対応でき る 人 30.7% 27.2% 34.6% 34.9% 22.2% 30.2%

世界的に活躍でき る 人 13.0% 21.2% 4.5% 1.3% 3.9% 7.7%

様々な社会問題の解決に向けて取り 組むこ と ができ る 人 8.3% 10.2% 5.5% 8.1% 19.4% 17.3%

その他 1.9% 3.1% 0.7% 0.8% 0.0% 1.5%

無回答 0.4%

選択肢
全体

n= 69,283

１

２

３

１

２

３ １

２

３

２

１

３ ２

１

３

２

１

３

参考資料
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児童生徒

n= 35,351

保護者

n= 29,713

教職員

n= 2,670

社会教育関係者

n= 284

市民

n= 1,265

問題を解決する ための思考力・ 行動力 46.4% 39.0% 55.0% 46.6% 54.2% 46.2%

他者への思いやり を 持ち、 多様な意見や考えを尊重する 力 41.7% 33.4% 48.9% 62.5% 52.8% 56.2%

失敗を恐れず挑戦する 力 41.2% 46.1% 37.0% 31.6% 25.0% 27.0%

基礎的・ 基本的な知識・ 技能 37.8% 46.8% 28.2% 28.5% 32.0% 36.0%

自分の考えを持って、 表現する 力 34.2% 28.3% 41.4% 33.5% 32.7% 31.4%

自ら 主体的に学びに向かう 力・ 姿勢 33.8% 27.6% 40.5% 38.6% 41.2% 34.5%

違う 意見の人と 歩み寄って、 解決方法を決めていく 力 16.4% 12.3% 19.8% 28.1% 30.6% 22.4%

新し いも のや考えを生み出す創造的な力 12.7% 16.5% 8.7% 7.2% 14.1% 12.6%

社会生活に必要な常識やき ま り を守る 力 12.5% 13.2% 11.0% 16.5% 9.5% 18.2%

集団の中で意見をま と めていく リ ーダーシッ プ 7.5% 12.8% 2.0% 1.3% 2.5% 2.2%

その他 0.8% 1.1% 0.5% 0.6% 0.4% 1.0%

無回答 0.4%

選択肢
全体

n= 69,283

１

２

３

１

２

３ １

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

Q３ 前問のよ う な大人になる ためには、 ど のよ う な資質や能力が必要だと 思いま すか。
当てはま る も のを ３ つま で選んでく ださ い。

 全体では、 「 問題を解決する ための思考力・ 行動力」 が最も 多く 、 約半数が回答し ている 。

 次いで「 他者への思いやり を持ち、 多様な意見や考えを尊重する 力」 、 「 失敗を恐れず挑戦する 力」 の順で
多く 回答し ている 。

 児童生徒においては、 「 基礎的・ 基本的な知識・ 技能」 が最も 多く 、 それ以外の属性の回答者と 異なる 結果
と なった。

参考資料

３ アンケート の結果
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Q４ あなたは、 学校において、 社会の変化に合わせてこ れま でと は違う 新し い学び方を取り 入れる
べき だと 思いま すか。

 全体の約９ 割が、 学校においてこ れま でと は違う 新し い学び方を取り 入れる こ と について、 肯定的な回答を
し ている 。

 回答者の属性別にみたと こ ろ、 児童生徒の肯定的な回答が全体よ り も 低い割合と なっている 。

40.7%

35.9%

45.7%

40.7%

52.1%

53.2%

49.9%

50.6%

49.2%

54.3%

44.4%

39.3%

8.1%

11.4%

4.7%

4.2%

3.2%

5.8%

1.3%

2.1%

0.4%

0.7%

0.4%

1.0% 0.7%

全体

児童生徒

保護者

教職員

社会教育関係者

市民

と ても あてはま る すこ し あてはま る あま り あてはま ら ない ま ったく あてはま ら ない 無回答

参考資料
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Q５ あなたは、 学校における 日々の学習状況や学校生活の記録など のデータ を、 学校での学びや児童
生徒への指導の改善に役立てていく べき と 考えま すか。
※児童生徒に対し ては「 日々の学習状況や学校生活の記録など のデータ を、 自分の学習や生活をよ り よ く する こ と に役立てたいと 考えま すか。 」 と の設問

 全体の約９ 割が、 日々の学習状況や学校生活の記録などのデータ を学校での学びや児童生徒への指導の改善
に役立てる こ と について、 肯定的な回答をし ている 。

 回答者の属性別にみたと こ ろ、 児童生徒の肯定的な回答が全体よ り も 低い割合と なっている 。

41.6%

37.7%

46.3%

38.7%

43.3%

46.3%

46.5%

47.5%

44.8%

53.7%

43.7%

41.3%

10.1%

12.1%

8.0%

6.4%

11.6%

9.9%

1.8%

2.7%

0.9%

1.2%

1.4%

1.3% 1.3%

全体

児童生徒

保護者

教職員

社会教育関係者

市民

と ても あてはま る すこ し あてはま る あま り あてはま ら ない ま ったく あてはま ら ない 無回答

参考資料

３ アンケート の結果
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Q６ あなたは、 学校を卒業し た後も 、 生涯を通じ て学び続ける こ と は重要と 考えま すか。

 全体の９ 割以上が、 生涯を通じ て学び続ける こ と が重要と 考えている 。

70.1%

62.6%

77.7%

82.5%

85.6%

73.2%

26.1%

31.4%

20.8%

16.4%

14.4%

23.9%

3.1%

4.9%

1.3%

0.8%

2.0%

0.7%

1.1%

0.1%

0.2%

0.2% 0.6%

全体

児童生徒

保護者

教職員

社会教育関係者

市民

と ても あてはま る すこ し あてはま る あま り あてはま ら ない ま ったく あてはま ら ない 無回答

参考資料
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Q７ 「 人生１ ０ ０ 年時代」 において、 あなたは、 学校以外でど のよ う に学び、 活動し ていく こ と が必
要だと 思いま すか。 当てはま る も のを３ つま で選んでく ださ い。

 全体では、 「 人生の各場面で生じ る 様々な課題に対応し て学んでいく こ と 」 が最も 多く 、 約６ 割が回答し て
いる 。

 次いで「 多様な年代や多彩な属性の他者と 共に学んでいく こ と 」 、 「 生涯にわたって能動的に学び続ける こ
と 」 の順で多く 回答し ている 。

社会教育関係者

n= 284

市民

n= 1,265

人生の各場面で生じ る 様々な課題に対応して学んでいく こ と 54.5% 46.1% 56.2%

多様な年代や多彩な属性の他者と 共に学んでいく こ と 53.6% 61.3% 51.2%

生涯にわたって能動的に学び続ける こ と 52.9% 55.3% 52.0%

社会の変化に対応していく ため、 必要と なる ス キル等を 学び続ける こ と 52.1% 39.1% 54.9%

地域社会の担い手につながる よ う な学びや活動 18.1% 27.8% 15.6%

地域の住民自身が主体的に教え、 学び合う 当事者と なる よ う な活動 14.5% 26.8% 11.6%

関係機関と の連携やＩ Ｃ Ｔ の利用など によ り 誰一人と して取り 残すこ と のない学びや活動 13.3% 12.0% 13.6%

その他 1.4% 0.7% 1.6%

無回答 0.9%

選択肢
全体

n= 1,549

１

２

３

１

２

３ １

２

３

参考資料
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Q８ あなたは、 地域の人材や保護者など が、 学校での教育活動や地域での子育てに積極的に関わって
いく べき と 考えま すか。
※児童生徒に対し ては「 あなたは、 家族以外の地域の大人たちと 、 交流し たり 話をし たり する など 、 関わり たいと 思いま すか。 」 と の設問

 全体の８ 割以上が、 地域の人材や保護者など が、 学校での教育活動や地域での子育てに積極的に関わってい
く べき と 考えている 。

 回答者の属性別にみたと こ ろ、 児童生徒の肯定的な回答が全体よ り も 低い割合と なっている 一方で、 教職員
と 社会教育関係者の回答が全体よ り も 高い割合と なっている 。

35.4%

38.3%

29.9%

55.6%

59.9%

34.6%

47.2%

40.1%

56.3%

39.0%

36.6%

50.6%

14.5%

17.2%

12.6%

4.6%

2.8%

12.2%

2.9%

4.5%

1.3%

0.7%

0.7%

2.2% 0.4%

全体

児童生徒

保護者

教職員

社会教育関係者

市民

と ても あてはま る すこ し あてはま る あま り あてはま ら ない ま ったく あてはま ら ない 無回答

参考資料
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＜概略＞
• 児童生徒へのアンケート では、 思いやり ある 教育や教育環境の改善、 グロ ーバル教育の拡充、 多様性の尊重などの

意見が多く 出さ れた。 特に、 いじ めの減少や未来を見据えた教育の実現が求めら れている 。 ま た、 プロ グラ ミ ング
教育やデジタ ル化の推進、 健康管理や安全対策の強化、 経済的支援の無償化についての意見も 目立った。

• 保護者へのアンケート では、 英語教育の強化や多様性・ 個性の尊重、 教育環境の改善、 地域と 学校の連携など の意
見が多く 出さ れた。 ま た、 教科担任制の増加やアク ティ ブラ ーニングの導入、 教師の質の向上、 イ ンク ルーシブ教
育の推進など についての意見も 目立った。

• 教職員へのアンケート では、 教育環境の改善やICT利用の推進、 働き 方改革の推進、 教育予算の拡充など の意見が多
く 出さ れた。 ま た、 教職員の人員確保や労働環境の改善、 学級の規模縮小、 多様性を尊重する 教育など についての
意見も 目立った。

• 社会教育関係者へのアンケート では、 国際感覚の育成や自主性、 問題解決力の向上、 教育機会の充実、 教員不足の
解消と 負担軽減などの意見が多く 出さ れた。 ま た、 異文化交流や多様性の受け入れ、 ICTの活用、 貧困対応など につ
いての意見も 目立った。

• 市民へのアンケート では、 平和教育や教育環境の改善、 多様性への理解など の意見が多く 出さ れた。 ま た、 世界の
現状を学ぶこ と や地域と 教育の連携、 多様性教育の推進など についての意見も 目立った。

Q９ 【 自由記述】 あなたが今後の川崎市の教育に期待する こ と があれば教えてく ださ い。

参考資料

３ アンケート の結果
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区分 団体等 人数 場面

学校教育
関係

児童生徒

小学校
旭町小学校（ ６ 年生）
上丸子小学校（ ６ 年生）
西菅小学校（ ６ 年生）

282人
総合的な学習の時間（ 4/24）
特別活動（ 7/11）
総合的な学習の時間（ 6/27）

中学校
塚越中学校（ １ 年３ 組）
住吉中学校（ ２ 年生）
はる ひ野中学校（ 生徒会）

149人
特別活動（ 6/19）
社会科授業（ 7/17）
生徒会（ 7/2）

高等学校 橘高等学校（ ３ 年生） 241人 ＨＲ （ 6/3・ 10）

特別支援学校 田島支援学校高等部（ １ ～３ 年） 127人 生徒総会（ 7/17）

川崎市子ども 会議 26人 （ 6/16）

教職員 教職員 876人

学校支援連絡調整会議（ 2/14）
キャ リ ア担当者研修（ 4/26）
新任校長 研修（ 7/24）
教頭研修（ 7/29）
中堅教諭等資質向上研修（ 7/29）
３ 年目教員研修（ 8/27）

社会教育関係

Ｐ Ｔ Ａ 16人
川崎市Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会理事会
（ 5/2）

地域関係者 14人 地域ネッ ト ワ ーク 推進会議（ 8/7）

社会教育関係者 13人 社会教育委員会議（ 9/11）

合計 1 ,7 4 4 人 ―

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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◆多く 出さ れた言葉

①行動 １ ２ ５ 件

②周り １ ０ ６ 件

③コ ミ ュ ニケーショ ン １ ０ ０ 件

④勉強・ 授業・ 学習 ９ ５ 件

⑤将来・ 未来 ８ １ 件

 児童生徒から は、 周り を見て行動する 、 自分にでき る こ と を考え行動でき る など 、 行動でき る 力を身につけた
いと の意見が多く 出さ れた。

 ま た、 人を助ける 、 社会に貢献する 、 社会のルールを理解する など 社会で役立つ大人になる こ と を望んでいる
意見も 目立った。

 さ ら に、 他の人を大切にでき る 、 家族を大切にでき る 、 みんなに信頼さ れる など 、 周り の人を大切にする 大人
と いう 意見も 目立ち、 あわせて、 友達や家族に優し い大人と いう 意見も 目立った。

 ワ ード 分析でみら れる 「 コ ミ ュ ニケーショ ン」 と いう ワ ード は、 コ ミ ュ ニケーショ ン力が高いと 、 相手を安心
さ せる こ と ができ る こ と や、 チームが団結する ためにコ ミ ュ ニケーショ ン力をつける 、 誰に対し ても 関係なく
優し く でき る ためにコ ミ ュ ニケーショ ン力をつける と いう 具体的な行動に対する ワ ード と し て出ている 。

ま と め

◆ワ ード ク ラ ウ ド

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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１ 小学校での主な意見

自分のこ れから の人生や将来を考えたと き 、 どのよ う な大人になり たいか? そのためには、 どんな力が必要
か?

• 思いやり が持てて、 頼ら れる 大人になり たい。 そのためには相手のこ と を考えて、 自分から 何か始める 力、
自ら 進んで挑戦でき る 力が必要

• 自分の仕事を全う でき る よ う な大人になり たい。 そのためにはま わり にいる 人と 協力し て活動する こ と が
大切だと 思う 。

• 口だけじ ゃなく て行動に移せる 力と 大人になり たい。

• みんなに優し く 接する 人。 みんなに優し く 接する こ と で笑顔が増える から 。

• 優し く 思いやり がある 人。 思いやり と 意外と 難し いから 、 その難し い事をでき る よ う にし たい。

• 夢を追い続ける よ う な大人。 そのためには、 あき ら めない力、 努力、 行動力が必要

• 自分で川崎を作って、 たく さ んの幸せをさ ら に増やすこ と のでき る 大人

２ 中学校での主な意見

自分のこ れから の人生や将来を考えたと き 、 どのよ う な大人になり たいか? そのためには、 どんな力が必要
か?

• 誰かのためになる こ と があたり ま えにでき る 人。 道と く などの親切な人のこ と を学びたい。

• 自分の得意なこ と を活かし て世界で活躍でき る 大人になり たい。 世界に行く ために自己表現する 、 自分の
世界を表現でき る 力を身につけたい。

• ま と も な大人になり たい、 礼儀と かがちゃんと 身に付いてある よ う にし たい。

自分のこ れから の人生や将来を考えたと き 、 どんな学びをし ていき たいか?

• 英語や漢字を勉強し て何かを知っていても 、 知っていて使えなかったら 意味がないから 、 その意味や使い
方を理解し て活用でき る よ う になれる よ う な学び

• コ ミ ュ ニケーショ ン能力を育てる 。 将来人と 関わっていく 上で、 コ ミ ュ ニケーショ ンを取っていく こ と は、
社会で生き ていく 上で必須になっていく 。

• ビジネス に関する こ と 、 生活する 上で注意すべき こ と （ 税金と か） 、 お金の使い方

旭町小学校

住吉中学校塚越中学校住吉中学校塚越中学校

旭町小学校

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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３ 高等学校での主な意見

自分のこ れから の人生や将来を考えたと き 、 ど のよ う な大人になり たいか? そのためには、 どんな力が必要か?

• 社会に貢献でき る よ う な大人。 挑戦し ないと 社会には貢献でき ないから 、 何事にも 挑戦する 力が必要

• 人に夢、 目標を与えら れる よ う な大人になり たい。 そのためには、 考えている こ と 、 思っている こ と を言葉と し てき ちんと 表現する 力や相手を
想った発言、 行動する 力が必要

• 多く の課題を抱える 日本の社会に大き く 貢献でき る 人。 世界的にビッ ク データ や情報が重要視さ れており 、 情報戦争と いう 言葉が溢れている よ
う に多く のデータ を扱える 人が重要になってく る と 考える 。

４ 特別支援学校での主な意見

川崎市の教育に期待する こ と は?

• 働く ための知識をよ り 多く 取り 入れる こ と と 、 法的なこ と をも う 少し 教えてほし いです。 勇気がたく さ んある
大人

• 思いやり 、 尊重をこ れから も ある よ う にこ れから も みんなにも 与えてく れる と 期待し ていま す。

• こ の先の子ども が明る く 希望をも って豊かに暮ら せて偏見や差別がなく 非行に走ら ないでいら れる 世の中

• グレ ーゾーンに生き やすい制度を導入し てほし い。

５ 川崎市子ど も 会議での主な意見

自分のこ れから の人生や将来を考えたと き 、 ど のよ う な大人になり たいか? そのためには、 どんな力が必要か?

• 高齢者や障がいをも っている 人に優し く でき る 大人
• 自分の特技を活かし て誰かを幸せにでき る 人
• 人を勇気づけたり 笑顔にでき る 大人になり たいです。
• 学校の総合的な時間のと き に周り の人や地域の人の気持ちと か考える 時間を作る 。
• 自分の好き なこ と をと こ と ん楽し む、 楽し める 大人になり たい。
• 政治のし く みについて学校でも よ り 深く 学習する 。

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果

川崎市子ども 会議

田島支援学校
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◆多く 出さ れた言葉

①さ ま ざま ・ 変化 １ ４ ９ 件

②時代 １ ０ ２ 件

③課題 ８ ３ 件

④多様性 ８ ３ 件

⑤解決 ８ ０ 件

 教職員から は、 こ れから の子ど も たちに対し 、 他者を尊重する こ と や他者と 協働する こ と など、 他者と の関わ
り の中で、 自分ら し さ を発揮する こ と を大切にし てほし いと いう 意見が多く 出さ れた。 特に、 多様性を 認める
こ と を重要と 考えている 意見が多く 出さ れた。

 ま た、 教職員の多く から 、 変化が激し く 、 予測困難な時代・ 社会だから こ そ、 粘り 強く 考え、 取り 組む力を大
切にする と と も に、 困難な状況に直面し ても 立ち直る レ ジリ エンス を身につけてし てほし いと いう 意見も 目
立った。

 さ ら に、 情報過多であったり 、 欲し い情報をすぐ に手にいれら れる 世の中である がゆえに、 正し い知識や正し
い情報を取捨選択でき る 力を身につけてほし いと いう 意見も 目立った。

 ワ ード 分析でみら れる 「 大切」 と いう ワ ード は、 自分を大切にする と いう 意味と 、 相手を大切にする と いう 両
面の要素が含ま れており 、 自分も 相手も 大切に尊重し てほし いと 読み取れる 内容になっている 。

ま と め

◆ワ ード ク ラ ウ ド

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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教職員の主な意見

本市の今後の教育で大切にし たいこ と は?

• 子ども 一人ひと り の学び方を尊重し た授業づく り をし ていき たい。

• 個生の尊重を大切にし ながら 、 一人ひと り が認めら れる 教育活動

• 予測困難な時代の中で絶対に揺る がないも のは「 自分」

• 予測困難な社会になる から こ そ自分で学ぶこ と を大切にし たい。

• 自分のこ と も 認め、 他人のこ と も 認めら れる 環境にし たい。

• 自分で考え、 決める 、 行動する こ と が大切になる と 考える 。

• さ ま ざま な不安なこ と があっても 自信をも てる よ う 、 自己肯定感を
高める 。

• 情報の取捨選択し て自身の課題や必要な知識を身につける 。

キャ リ ア担当者研修

中堅教諭等資質向上研修新任校長 研修

学校支援連絡調整会議

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果

62



◆多く 出さ れた言葉

①学習・ 授業・ 勉強 ２ ９ 件

②優し い・ 思いやり １ ５ 件

③地域 １ ３ 件

④将来・ 未来 ９ 件

⑤気持ち ９ 件

 社会教育関係者から は、 こ れから の子ども たちに対し 、 自分の意見を持ち、 伝えら れる こ と 、 ま た、 相手の意
見も 理解する こ と を重要と 考えている 意見が多く 出さ れた。

 ま た、 社会教育関係者の多く から 、 他者に優し い人、 特に、 子ど も 、 高齢者、 障害者にやさ し い人になってほ
し いと いう 意見が出さ れた。

 さ ら に、 さ ま ざま な物事にあき ら めない忍耐力や色々なこ と に、 たく さ んチャ レ ンジし てほし いと いう 意見も
目立った。

 ワ ード 分析でみら れる 「 大人」 と いう ワ ード は、 大人の姿をみせる 、 チャ レ ンジする 大人、 生き 抜く 力をも っ
た大人など、 大人自ら がさ ま ざま な姿をみせる こ と の大切さ が読み取れる 内容になっている こ と が分かった。

ま と め

◆ワ ード ク ラ ウ ド

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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１ 川崎市Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会理事会での主な意見

どのよ う な資質・ 能力を持った子ど も を育てたいか? 学校の教育活動で大切にし てほし いこ と 、 大切にし た
いこ と は何か?

• いろいろな体験のでき る 学び
• 親も 学校も 子ども も 支えの必要な人や場合について知る 。
• 他者と の比較でなく 、 個性の自覚などで自分の存在を認識でき る よ う になる 教育
• 教育活動は学校内でだけでなく 、 地域や専門分野と 行う 。
• 他の子と 比べず、 自分の持っている 個性に自信を持ってほし い。
• 先生から 教わる のではなく 、 自分が教える 、 友達から 教わる 。
• 子ども の好き な事、 好き な物のその先を見通せる 力、 想像力
• 川崎で教育を受けて良かったと 思える 教育

２ 地域ネッ ト ワ ーク 推進会議での主な意見

子ども たちに将来どんな大人になってほし いか? そのために必要なこ と 、 地域や大人ができ る こ と は何か?

• 価値観を認め合う 多様性の世界に向け、 大人があいさ つや学習面で手本を見せる 。

• 自分の思いと 願いをも ち、 目標に向かって行動し ていける 子

• 寺子屋の充実

• 相手の気持ちも 考えて行動する こ と ができ る 子、 思いやり

• 大人がさ ま ざま な事にいどむ姿を見せる 。 大人がチャ レ ンジする 。

• 「 あり がと う 」 と 「 たすけて」 が言える 。

• き ちんと あいさ つのでき る 子

• 困難にあたっても く じ けずに立ち向かえる 。
地域ネッ ト ワ ーク 推進会議

川崎市Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会理事会

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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３ 社会教育委員会議での主な意見

「 人生１ ０ ０ 年時代」 において、 市民が、 学校以外でどのよ う に学び、 活動し ていく こ と が必要だと 思う か?

• ウ ェ ルビーイ ングを高める 教育を推進する 。
・ 一人ひと り が自己肯定感を高め前向き にチャ レ ンジでき る よ う になる と いう 観点を重視する 。
・ 一人ひと り が他者と 対等な立場で協力でき る よ う になる と いう 観点を重視する 。
・ 一人ひと り が自立（ 自律） し 自ら が掲げた目的達成のために努力する よ う になる と いう 観点を重視する 。

• 誰一人取り 残さ ない教育を推進する 。
・ 差別や偏見を克服し 、 高齢者や障がい者、 外国人などを含めてすべての人の学ぶ権利を保障する 。
・ 「 他人の困り ごと を自分ごと と し てと ら える 」 こ と をと おし て、 すべての人が共に生き ら れる 社会を

めざす。
・ すべての人が、 高度情報通信ネッ ト ワ ーク 社会を生き る 知恵と ス キルを身につける 。

• 元気で持続的なコ ミ ュ ニティ を創出する 。
・ 子ども の人権を擁護し 、 すべての子ども が夢を持ち自由でのびのびと 生活でき る よ う な「 子ども

ファ ース ト 社会」 をめざす。
・ 地域の行事や社会教育の活動をと おし て、 市民によ る 「 つながり 」 「 学び合い」 「 助け合い」

の拡充を図る 。
・ 地域と 学校と の協働をと おし て、 子ども の豊かな成長 と 市民同士の学び合いを推進する 。

• 人生100年時代を支える 社会的基盤を整備する 。
・ 格差や貧困を是正し 、 学び直し を含めて持続的で多様な学びを実践でき る よ う な環境を創る 。
・ 市民一人ひと り のニーズなどが多様化し ている こ と から 、 社会教育や福祉の専門職員等によ る

「 人に寄り 添う 行政」 を推進する 。

社会教育委員会議

社会教育委員会議

社会教育委員会議

参考資料

４ 対面によ る 意見聴取の結果
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参考資料

５ 基礎データ

区分
学校数
（ 校）

学級数
（ 級）

児童生徒数（ 人） 教員数
（ 本務者）

（ 人）

職員数
（ 本務者）

（ 人）男 女 計

合計 175 4,223 55,553 52,026 107,579 6,947 363

小 学 校 114 2,894 37,556 35,407 72,963 4,157 251

中 学 校 52 1,030 15,536 14,378 29,914 1,993 88

高等学校 5 133 2,036 2,019 4,055 409 8

（ 全日制） 5 95 1,775 1,804 3,579 311 7

（ 定時制 ） 4 38 261 215 476 98 1

特別支援学校 4 166 425 222 647 388 16

（ １ ） 学校数・ 学級数・ 児童生徒数・ 教員数・ 職員数
令和６ 年５ 月１ 日現在

※ 高等学校は、 全日制課程と 定時制課程を 併置（ 幸高等学校を 除く ）
※ 特別支援学校は、 分校（ １ 校） を 含む。 ま た、 聾学校幼稚部を 含む。
※ 児童生徒数及び学級数は、 特別支援学級を 含む。 夜間学級は含ま ない。

（ ２ ） 教育費の当初予算の年度別推移
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（ 単位： 億円）

小学校費
29,982,348

中学校費
14,848,086

高等学校費
3,937,761
特別支援教育費
3,008,472

体育保健費
14,081,497

教育施設費
24,954,044

0                20,000,000      40,000,000（ 単位： 千円）

■R７ 年度費目別歳出予算額

以下、 断り のない限り 、 川崎市ま たは川崎市立学校に関する データ を 年度で示し ていま す。

社会教育費
3,250,934

教育総務費
39,483,702
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参考資料

５ 基礎データ

（ ３ ） 児童生徒数の推移（ 小学校、 中学校、 高等学校、 特別支援学校）

（ ４ ） 特別支援学校・ 特別支援学級在籍者数の推移

106,415 
106,780 

107,469 
107,961 

108,618 108,815 
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（ 単位： 人）

（ ５ ） 日本語指導が必要な児童生徒数の推移

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

特別支援学校 547 566 591 616 617 624 631 617 618 647

特別支援学級 2,037 2,186 2,316 2,480 2,660 2,776 2,979 3,205 3,397 3,712

0
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4,000

4,500

5,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

中学校 61 101 116 140 166 177 166 147 168 208

小学校 193 247 335 407 451 547 636 735 913 960

0
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（ 単位： 人）（ 単位： 人）
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参考資料

５ 基礎データ

（ ６ ） 児童生徒の自己肯定感の推移 （ ７ ） 児童生徒の社会参画の意識の推移

（ ８ ） 各教科の平均正答率（ 小６ ・ 国語、 算数） （ 中３ ・ 国語、 数学）

H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5 R6

小６ 77.4% 79.0% 79.9% 87.3% 83.1% 79.1% 81.7% 84.4% 85.3%

中３ 67.6% 69.1% 70.4% 80.0% 75.0% 76.4% 79.3% 79.8% 84.1%
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※出典： 文部科学省「 全国学力・ 学習状況調査」 をも と に作成

※出典： 文部科学省「 全国学力・ 学習状況調査」 （ 令和６ （ 2024） 年度実施） を も と に
作成

※出典： 文部科学省「 全国学力・ 学習状況調査」 をも と に作成

※出典： 文部科学省「 全国学力・ 学習状況調査」 （ 令和６ （ 2024） 年度実施） を も と に
作成

※令和２ （ 2020） 年度は新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 調査未実施 ※令和２ （ 2020） 年度は新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 調査未実施
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参考資料

５ 基礎データ

（ ９ ） 老朽化対策及び質的改善が行われた学校施設の割合の推移

（ 10） 教員の１ か月あたり の時間外在校等時間の推移 （ 11） 教員の１ か月あたり の時間外在校等時間の推移
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参考資料

５ 基礎データ

（ 12） 川崎市立小学校 教員採用試験の採用倍率・ 辞退率の推移

（ 単位： 倍）

（ 13） 川崎市立学校教員の定数の推移

（ 単位： 人）
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参考資料

５ 基礎データ

（ 16） 図書館における 個人への貸出冊数の推移

（ 単位： 万人）

（ 14） 市民館等の社会教育振興事業参加者数の推移 （ 15） 教育文化会館・ 市民館・ 分館施設利用率の推移

（ 17） 学校施設開放の利用者数の推移
（ 単位： 万冊）

（ 単位： 万人）
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参考資料

５ 基礎データ

（ 16） 図書館における 個人への貸出冊数の推移

（ 単位： 万人）

（ 14） 市民館等の社会教育振興事業参加者数の推移 （ 15） 教育文化会館・ 市民館・ 分館施設利用率の推移

（ 17） 学校施設開放の利用者数の推移
（ 単位： 万冊）

（ 単位： 万人）
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参考資料

５ 基礎データ

（ 20） かわさ き 宙と 緑の科学館の入園者数の推移

（ 18） 市内の指定・ 登録等の文化財及び「 川崎市地域
文化財顕彰制度」 に基づく 地域文化財の件数

（ 19） 日本民家園の入園者数の推移

（ 単位： 人）

（ 単位： 件）
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